
  

 

  
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 

 

     
 

   

 
 

 

              
 

 

客
貨
混
合
列
車 

 

筑
波
線
は
、
筑
波
鉄
道
株
式
会
社
が
国
鉄
の

水
戸
線
岩
瀬
駅
と
常
磐
線
土
浦
駅
と
を
結
ん

で
、
1918

年
に
開
業
し
た
40.1

㎞
の
鉄
道
路
線
で
、

1945

年
３
月
の
戦
時
統
合
に
よ
り
、常
総
鉄
道(

現

関
東
鉄
道
常
総
線)

に
吸
収
合
併
さ
れ
、
常
総
筑
波

鉄
道
筑
波
線
と
な
り
、
地
域
の
交
通
輸
送
を
支

え
て
い
ま
し
た
。 

 

つ
く
ば
市
沼
田
の
自
宅
か
ら
筑
波
線
で
通

学(

筑
波
駅
～
真
鍋
駅)

し
て
い
た
高
５
回
飯
村
弘

(

1950
［
昭
和
25
］
年
４
月
入
学
、

1953

年
３
月
卒
業)

に
よ
れ

ば
、
当
時
の
筑
波
線
の
運
行
状
況
は
、
次
の
よ

う
な
も
の
で
す
。 

 

入
学
当
時
、
筑
波
線
の
旅
客
列
車
は
、
蒸
気

機
関
車
が
牽
引
す
る
列
車
と
３
両
の
ガ
ソ
リ

ン
カ
ー
(注 1)

と
で
運
行
さ
れ
て
い
ま
し
た
が(

デ

ィ
ー
ゼ
ル
車
の
導
入
と
ガ
ソ
リ
ン
カ
ー
の
デ
ィ
ー
ゼ
ル
へ
の

換
装
は
、

1951

年
末
頃
か
ら
順
次
進
め
ら
れ
て
い
っ
た)

、
客

車
が
不
足
し
て
い
た
た
め
、
朝
夕
の
混
雑
時
に

は
、
貨
車
も
連
結
し
て
通
勤
通
学
客
を
運
ん
で

い
ま
し
た
。
客
車
２
～
３
両
、
貨
車
２
～
３
両

で
し
た
が
、
昭
和
初
期
か
ら
の
客
車
で
、
客
車

間
の
移
動
は
で
き
ず
、
天
気
の
良
い
日
に
は
無

蓋
貨
車
が
連
結
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。 

 

乗
客
の
多
く
は
高
校
生
で
、
上
り
列
車
に
は
、

土
浦
一
高
・
土
浦
二
高
・
土
浦
市
立
高(
現
土
浦

三
高)

・
霞
ヶ
浦
高
・
土
浦
第
一
高
等
女
学
校(
現

つ
く
ば
国
際
大
学
高
等
学
校)

の
生
徒
に
加
え
、
土
浦

に
通
う
洋
裁
学
校
生
や
都
内
の
大
学
に
通
学

す
る
学
生
、
そ
れ
に
、
通
勤
客
も
乗
っ
て
い
ま

す
。
下
り
列
車
に
は
、
真
壁
高
や
岩
瀬
経
由
で

下
館
一
高
に
通
う
生
徒
が
乗
っ
て
い
て
、
旧
制

真
壁
農
学
校
で
あ
っ
た
真
壁
高
に
は
農
家
の

跡
取
り
が
、
旧
制
下
館
商
業
学
校
で
あ
っ
た
下

館
一
高
に
は
商
家
の
後
継
者
が
、
多
く
進
学
し

て
い
ま
し
た
。 

 
 

通
学
に
利
用
し
た
列
車
は
、
７
時
20

分
頃
に

筑
波
駅
を
発
車
し
、
真
鍋
駅
に
は
８
時
頃
に
着

き
ま
し
た
。
真
鍋
駅
か
ら
は
旧
水
戸
街
道
を
通

っ
て
登
校
し
ま
し
た
が
、
他
に
２
つ
の
ル
ー
ト

が
あ
り
、
１
つ
は
真
鍋
宿
の
裏
道
を
通
り
、
善

応
寺
の
坂
を
登
っ
て
行
く
最
短
ル
ー
ト
で
、
少

し
で
も
早
く
着
い
て
勉
強
し
た
い
、
と
思
っ
て

い
る
優
等
生
た
ち
が
利
用
し
て
い
ま
し
た
。
も

う
１
つ
は
、
６
号
国
道(

現
国
道
125

号)

を
通
る
ル

ー
ト
で
す
。
こ
の
道
は
土
浦
二
高
生
と
擦
れ
違

う
確
率
が
高
い
と
の
こ
と
で
、
声
を
掛
け
る
こ

と
さ
え
で
き
な
い
様
子
で
し
た
が
、
そ
れ
で
も

胸
を
と
き
め
か
せ
て
い
た
一
高
生
も
い
た
よ

う
で
す
。 

 

土
曜
日
や
試
験
の
日
に
は
昼
の
列
車
で
帰

り
ま
し
た
が
、
昼
間
の
客
貨
混
合
列
車
は
、
完

全
に
貨
物
優
先
で
、
真
鍋
～
筑
波
間
が
２
時
間

も
掛
か
り
、
家
に
着
く
の
は
３
時
過
ぎ
に
な
り

ま
し
た
。
途
中
駅
で
の
貨
車
の
入
れ
替
え
作
業

中
、
乗
客
は
完
全
に
放
っ
て
お
か
れ
、
同
級
生

同
士
で
お
喋
り
し
て
い
ま
し
た
が
、
先
輩
方
か

ら
は
貴
重
な
試
験
情
報
を
教
え
て
も
ら
え
る

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
貨
車
の
両
数
が
多
い
時

に
は
、
客
車
が
駅
の
ホ
ー
ム
を
外
れ
て
し
ま
う

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
男
子
生
徒
は
デ
ッ
キ
か
ら

飛
び
降
り
ま
し
た
が
、
女
子
生
徒
は
苦
労
し
て

い
ま
し
た
。
意
を
決
し
て
飛
び
降
り
た
女
子
生

徒
の
ス
カ
ー
ト
が
翻
り
、
偶
然
に
も
そ
の
白
い

脚
が
目
に
入
っ
た
時
に
は
、
一
緒
に
目
撃
し
た

同
級
生
と
も
ど
も
、
『
今
昔
物
語
集
』
や
『
徒

然
草
』
に
出
て
く
る
久
米
仙
人
の
心
境
が
、
少

し
分
か
っ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
し
た
。 

 
気
動
車
(注 2）

は
、
殆
ど
が
単
行
で
し
た
が
、
乗

客
が
多
い
時
に
は
２
～
３
両
編
成
で
運
行
さ

れ
ま
す
。
変
速
装
置
が
ま
だ
機
械
式
の
気
動
車

だ
っ
た
の
で
、
総
括(

一
括)

制
御
が
で
き
ず
、

気
動
車
そ
れ
ぞ
れ
に
運
転
士
が
乗
り
込
み
、
汽

笛
で
合
図
を
し
て
、
個
々
に
速
度
制
御
を
し
て

い
ま
し
た
。 

 
 

貨
物
列
車
も
、
蒸
気
機
関
車
の
牽
引
で
運
行

さ
れ
て
い
ま
し
た(

デ
ィ
ー
ゼ
ル
機
関
車
の
導
入
は

1953

年
３
月
か
ら)

。
各
駅
か
ら
出
荷
さ
れ
る
主
な
貨

物
は
、
真
鍋
駅｢

ヒ
ュ
ー
ム
管｣

、
虫
掛
駅｢

醤

油｣

、
藤
沢
駅｢

繭｣(

周
辺
の
農
家
で
は
養
蚕
が
盛
ん
に

行
わ
れ
て
い
た)

、
北
条
駅｢

ス
レ
ー
ト
瓦｣

、
紫

尾
駅｢

土
管(

陶
管)｣

、
真
壁
駅｢

石
材｣

な
ど
で

し
た
。
真
鍋
駅
に
は
、｢

ヒ
ュ
ー
ム
管｣

の
原
料

と
な
る
セ
メ
ン
ト
を
積
ん
だ
列
車
が
、
平
駅

(

現
い
わ
き
駅)

か
ら
土
浦
駅
を
経
由
し
て
入
線

し
て
来
ま
し
た
。
輸
送
量
が
多
か
っ
た
の
は
、

｢

ヒ
ュ
ー
ム
管｣

と｢

石
材｣

で
し
た
が
、
土
浦
～

真
鍋
間
、
真
壁
～
岩
瀬
間
と
、
筑
波
線
内
で
の

輸
送
距
離
は
短
く
、
大
き
な
利
益
に
は
な
ら
な

か
っ
た
よ
う
で
す(

貨
物
列
車
廃
止
は

1981

［
昭
和
56
］

年
８
月
１
日)

。 
 

(注 1)

ガ
ソ
リ
ン
カ
ー 

 

ガ
ソ
リ
ン
エ
ン
ジ
ン
を
動
力
と
し
て
走
行
す
る
鉄
道
車

両
。
出
力
が
小
さ
い
こ
と
と
火
災
の
懸
念
と
に
よ
り
、
戦

後
は
順
次
、
デ
ィ
ー
ゼ
ル
エ
ン
ジ
ン
に
換
装
さ
れ
て
い
った
。 

 

(注 2)

気
動
車 

 

ガ
ソ
リ
ン
エ
ン
ジ
ン
ま
た
は
デ
ィ
ー
ゼ
ル
エ
ン
ジ
ン
を
動
力

と
し
て
自
力
走
行
す
る
鉄
道
車
両
。 

 

国
鉄
と
の
相
互
乗
り
入
れ 

 

常
総
筑
波
鉄
道
の
最
盛
期
は
1960

［
昭
和
35

］

年
頃
で
、
急
行｢

つ
く
ば
ね｣

が
土
浦
駅
か
ら
筑

波
駅
ま
で
ノ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
走
り
、
菊
花
の
時

季
の
休
日
に
は
、
観
菊
列
車
(注 3)

が
笠
間
駅
へ
、

春
秋
の
行
楽
シ
ー
ズ
ン
に
は
、
上
野
駅
か
ら
は

土
浦
駅
経
由
の
快
速｢

筑
波｣

(注 4)

が
、
日
立
駅
か

ら
は
水
戸
線
岩
瀬
駅
経
由
の｢

筑
波
山｣

(注 5)

が
、

筑
波
駅
ま
で
乗
り
入
れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、

土
浦
～
小
山
間
の
定
期
直
通
列
車
(注 6)

も
運
行

さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

 

（注３）

観
菊
列
車 

 

1957

［
昭
和
32

］
年
か
ら
1961

年
ま
で
、
11

月
の
日
曜
・
祝
日

に
、
土
浦
駅
か
ら
筑
波
線
経
由
で
笠
間
駅
ま
で
、
１
往

復
が
運
行
さ
れ
た
。
気
動
車
２
両
編
成
。
往
復
料
金
は

250

円
だ
った
。 

 

1957

年
11

月
時
刻
表
の
ダ
イ
ヤ 

 
 

土
浦
08:

35
＝

岩
瀬
＝
10:

32

笠
間 

 
 
 

笠
間
15:

16
＝

岩
瀬
＝
17:

48

土
浦 

第１６４号 

号 

号 

 

号 筑波線通学記 
 1918［大正７］年４月 17 日から 1987［昭和 62］年３月
31 日までの 70 年間、筑波山麓をゆったりと走っていた筑
波線は、沿線住民の足として長く親しまれてきました(本
紙第 55・56 号で既述)。今号では、昭和 20 年代から 40 年
代に掛けての筑波線を、その通学状況を中心に述べていき
ます。 

（土浦一高・旧土浦中学とその周辺の物語） 

202 3（令和５）年２月２１日   

茨城県立土浦第一高等学校  

進修同窓会旧本館活用委員会  

ＨＰ  http:www.sin-syu.jp/ 

 

進修同窓会 HP にアクセス 

快速「筑波」1966・11・６ 
常陸北条～筑波間 
旧型客車を DC202 が牽引  
 
 高 21回 鈴木道信撮影（上） 

快
速
「
筑
波
」
最
後
の
運
行

1984
・
11
・
11 

筑
波
駅 

12
系
客
車
を
DD
501

が
牽
引 

 

高
38
回 

長
津
博
樹 

「
常
陸
野
鉄
道
写
真
館
」（
下
） 



  

 

(注 4）

快
速
「
筑
波
」 

 
春
秋
の
行
楽
シ
ー
ズ
ン
に
運
行
。
当
初
は
旧
型
客
車
６

連
。
の
ち
12
系
客
車
６
連(

14
系
の
と
き
も
あ
っ
た)

と
な

っ
た
。
土
浦
ま
で
は
電
気
機
関
車
の
EF

80

や
EF

81

が
、

筑
波
線
内
で
は
当
初
DC
201

や
DC
202

が
、
後
に
DD
501

が

牽
引
し
て
い
た
。
DD
501

は
、
新
三
菱
重
工
1954

［
昭
和
29

］

年
製
の
ロ
ッ
ド
式
デ
ィ
ー
ゼ
ル
機
関
車
で
、
三
菱
日
本
工

業
川
崎
製
作
所
製
DE

21

形
機
関(

225

ps
/

1400

rpm)

を
２

基
備
え
る
、
当
時
と
し
て
は
画
期
的
な
高
出
力
機
。
当

初
は
常
総
線
所
属
で
、
筑
波
線
に
転
じ
て
か
ら
は
、
快

速｢

筑
波｣

の
牽
引
な
ど
で
活
躍
し
た
。
快
速｢

筑
波｣

は
、

1984

［
昭
和
59

］
年
11

月
11

日
の
運
転
が
最
後
の
運
行
と

な
った
。 

 
 

1979

年
５
月
時
刻
表
の
ダ
イ
ヤ 

 
 

 

上
野
08:

05
＝
09:

10

土
浦
09:

24
＝
10:
05

筑
波 

 
 

 

筑
波
15:

12
＝
15:

51

土
浦
16:

28
＝
17:

33

上
野 

 

（注５）

「
筑
波
山
」 

 
 

 
 

春
秋
の
行
楽
シ
ー
ズ
ン
に
運
行
。
各
駅
停
車
。
当
初
は

客
車
列
車
で
あ
っ
た
が
、
1963

年
か
ら
デ
ィ
ー
ゼ
ル
カ
ー(

国

鉄
気
動
車
キ
ハ
58

系
と
思
わ
れ
る)

に
置
き
換
え
ら
れ
た
。 

 
 

1967

［
昭
和
42

］
年
10

月
時
刻
表
の
ダ
イ
ヤ 

 
 
 

日
立
07:

52
＝
08:

51

友
部
＝
09:

23

岩
瀬
＝
10:

12

筑
波 

 
 
 

筑
波
16:

00
＝

岩
瀬
＝
17:

23

友
部
＝
18:

19

日
立 

                     

（注６）

土
浦
～
小
山
間
の
定
期
直
通
列
車 

 

定
期
の
デ
ィ
ー
ゼ
ル
普
通
列
車
。
1959

［
昭
和
34

］
年
12

月
、

新
造
車
キ
ハ
500

形
３
両
編
成
で
、
下
館
ま
で
の
乗
り
入
れ 

を
開
始
し
た
。
翌
1960

年
９
月
に
は
、
小
山
ま
で
延
伸
さ
れ
、

1961

年
12

月
か
ら
は
、
キ
ハ
800

形
が
使
用
さ
れ
た
。 

 

1964

年
９
月
時
刻
表
の
ダ
イ
ヤ 

 
 

土
浦
05:

49
＝
07:

04

岩
瀬
＝
07:

20

下
館 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
↓

併
結 

 

茂
木
06:

04
＝
07:

15

下
館
07:

27
＝
07:

53

小
山 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

下
館
08:

36
＝
09:

34

茂
木 

 
 

 
 

 
 

 
 
  

  
  

  
  

  
↑

分
割 

小
山
07:

59
＝
08:

22
下
館
08:

25
＝
08:

58
岩
瀬
＝
09:

52
水
戸 

 
 
  

  
  

  
  

  
  

  
  

 
 

 
 

 
↓

分
割 

 
 

 
  

  
 

 
  

  
  

  
 

 
 

 
 

 

岩
瀬
＝
10:

10

土
浦 

 

水
戸
線
小
山
発
の
列
車
は
、
水
戸
行
・
土
浦
行
・
茂
木

行
を
併
結
し
た
多
層
建
て
列
車
と
な
っ
て
い
た
。
土
浦
発

列
車
は
、
筑
波
線
を
経
由
し
て
、
岩
瀬
か
ら
水
戸
線
に

入
り
、
下
館
で
真
岡
線
（
現
真
岡
鉄
道
）
茂
木
か
ら
の
列

車
に
併
結
さ
れ
、
小
山
ま
で
運
行
し
た
。
土
浦
～
小
山

間
の
列
車
は
、
通
勤
通
学
客
輸
送
と
国
鉄
側
の
車
両
不

足
を
補
う
た
め
と
に
設
定
さ
れ
て
い
た
。
1965

年
３
月
19

日

で
乗
り
入
れ
終
了
。 

 

恩
師
と
の
通
学 

 
 

高
19

回
竹
井
茂
雄(

1964

［
昭
和
39
］
年
４
月
入
学
、

1967

年
３
月
卒
業)

は
、
筑
波
山
中
腹
の
筑
波
東
山

か
ら
筑
波
駅
ま
で
は
、
筑
波
駅
と
筑
波
山
神
社

前
と
を
結
ぶ｢

登
山
バ
ス｣

を
利
用
し
て
い
ま

し
た
。
筑
波
中
学
校
時
代
は
、
病
気
な
ど
特
別

な
場
合
を
除
き
、
徒
歩
通
学
以
外
は
認
め
ら
れ

て
い
ま
せ
ん
で
し
た
の
で
、
歩
い
て
通
学
し
て

い
ま
し
た
。
海
抜
約
300

ｍ
の
自
宅
か
ら
海
抜
24

ｍ
の
筑
波
中(

つ
く
ば
市
沼
田
に
あ
っ
た
。
跡
地
は
つ
く

ば
市
立
沼
田
保
育
所
に
な
っ
て
い
る)
ま
で
、
下
り
は

30

分
、
上
り
は
60

分
ほ
ど
掛
か
り
ま
し
た(

自

転
車
が
許
可
さ
れ
た
と
し
て
も
、
当
時
の
自
転
車
で
は
、
１

回
山
を
下
る
と
ブ
レ
ー
キ
が
焼
き
切
れ
、
使
い
物
に
な
ら
な

く
な
っ
た)

。
下
校
時
に
、
植
松
タ
ク
シ
ー
の
、

知
り
合
い
の
運
転
手
が
、
神
社
前
の
客
を
迎
え

に
行
く
時
に
、｢

お
い
っ
、
乗
れ
よ｣

と
友
人
２

～
３
人
と
乗
せ
て
も
ら
え
る
こ
と
も
あ
り
ま

し
た
。
そ
の
時
は
歩
い
て
帰
る
生
徒
に
見
つ
か

ら
な
い
よ
う
に
、
と
後
部
座
席
に
身
を
隠
し
て

い
ま
し
た
。 

 

筑
波
中
で
は
登
下
校
時
の
買
い
食
い
も
禁

止
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
何
し
ろ
空
腹
で
は
山

は
登
れ
ま
せ
ん
。
空
腹
を
我
慢
で
き
ず
に
、
学

校
近
く
の
兼
子
商
店
で
コ
ロ
ッ
ケ
や
パ
ン
を

買
っ
て
食
べ
ま
し
た
。
生
徒
指
導
の
先
生
方
が

見
廻
り
に
来
ら
れ
た
時
に
は
、
奥
の
座
敷
に
匿

っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
大
切
な
お
客
な
の
で
、

店
の
お
ば
ち
ゃ
ん
は
、｢

今
、
前
を
通
っ
て
帰

っ
て
行
っ
た
よ｣

な
ど
と
、
適
当
に
言
い
繕
っ

て
く
れ
ま
し
た
。
１
度
、
友
人
と
２
人
で
買
い

食
い
を
し
た
の
を
同
級
生
に
見
つ
か
り
、
先
生

に
告
げ
ら
れ
ま
し
た
。
先
生
に
説
教
を
さ
れ
、

２
人
は
月
曜
日
朝
の
全
校
集
会
で｢

謝
り｣

を

さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
竹
井
は
生
徒
会
長
、
友
人

は
生
活
委
員
会
委
員
長
で
、
何
と
も
示
し
の
つ

か
な
い
謝
罪
で
し
た
。 

 

一
高
入
学
後
、
筑
波
駅
で
下
車
し
て
、
バ
ス

の
発
車
ま
で
時
間
が
あ
る
時
に
は
、
兼
子
商
店

で
買
い
食
い
を
し
ま
し
た
が
、
禁
を
犯
す
ス
リ

ル
が
無
い
た
め
で
し
ょ
う
か
、
同
じ
物
を
食
べ

て
も
中
学
時
代
ほ
ど
の
美
味
し
さ
を
感
じ
ま

せ
ん
で
し
た
。 

 
 

神
社
前
７
時
発
の
バ
ス
に
乗
る
と
、
７
時
15

分
に
筑
波
駅
に
着
き
ま
す
。
通
学
に
利
用
し
た

７
時
26

分
発
の
列
車
は
、
岩
瀬
か
ら
の
気
動
車

で
、
筑
波
駅
で
１
両
増
結
さ
れ
ま
す
。
ホ
ー
ム

に
入
り
、
増
結
車
の
乗
車
口
に
並
ん
で
い
る
と
、

到
着
し
た
列
車
で
座
れ
な
か
っ
た
高
校
生
が

降
り
て
来
て
、
後
ろ
に
並
び
ま
す
。
連
結
作
業

が
終
わ
り
、
増
結
車
の
ド
ア
が
開
く
と
、
ど
っ

と
高
校
生
が
乗
り
込
み
、
す
ぐ
に
席
が
埋
ま
り

ま
す
。
竹
井
は
、
前
の
人
と
膝
が
触
れ
合
う
ボ

ッ
ク
ス
シ
ー
ト
は
苦
手
で
、
い
つ
も
入
口
近
く

の
ロ
ン
グ
シ
ー
ト
に
席
を
取
り
ま
し
た
。
発
車

時
刻
が
近
づ
く
と
、
筑
波
駅
近
く
に
お
住
ま
い

の
、
数
学
科
の
天
貝
茂
樹
先
生
が
や
っ
て
来
ま

す
。
刑
事
コ
ロ
ン
ボ
風
の
コ
ー
ト
を
着
て
、
腕

に
雨
傘
を
掛
け
て
い
ま
す
。
腰
に
手
拭
い
で
も

ぶ
ら
下
げ
れ
ば
、
旧
制
高
校
の
名
物
教
師
の
よ

う
な
風
体
で
す
。
発
車
の
ベ
ル
が
鳴
っ
て
も
、

悠
然
と
歩
い
て
来
て
、
急
ぐ
様
子
も
あ
り
ま
せ

ん
。
先
生
は
乗
車
さ
れ
る
と
、
何
故
か
私
の
前

に
立
た
れ
ま
す
。
寝
た
ふ
り
を
す
る
わ
け
に
も

い
か
ず
、
席
を
お
譲
り
す
る
と
、
先
生
は
、
一

言
礼
を
述
べ
ら
れ
、
７
時
58

分
着
の
新
土
浦
駅

(注 7)

ま
で
将
棋
の
本
を
熱
心
に
ご
覧
に
な
っ
て

い
ま
し
た
。
先
生
の
将
棋
の
強
さ
は
学
校
内
外

に
聞
こ
え
て
い
ま
し
た
の
で
、
定
跡
の
研
究
で

も
さ
れ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。
先
生
に
は
２
年

生
の
時
に
代
数
を
教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
が
、

積
善
の
余
慶
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

 

一
高
生
で
筑
波
線
を
利
用
し
た
生
徒
は
、
北

は
樺
穂
駅
か
ら
南
は
常
陸
藤
沢
駅
ま
で
で
、
筑

波
駅
で
席
が
埋
ま
る
た
め
、
隣
の
北
条
駅
以
南

の
生
徒
は
、
新
土
浦
駅
ま
で
い
つ
も
立
ち
通
し

で
し
た
。
そ
の
た
め
、
1966

［
昭
和
41

］
年
４
月

に
入
学
し
た
高
21

回
鴻
巣
茂
は
、
北
条
駅
か
ら
、

竹
井
よ
り
１
本
早
い
列
車(

筑
波
６
時
54
分
発
、
北

条
７
時
06
分
発
、
新
土
浦
７
時
35
分
着)

で
通
学
し
て

い
ま
し
た
。
そ
の
列
車
で
は
必
ず
座
る
こ
と
が

で
き
た
の
で
、
予
習
を
し
た
り
、
苦
手
な
数
学

や
理
科
を
理
系
の
同
級
生
か
ら
教
え
て
も
ら

っ
た
り
し
て
い
ま
し
た
。 

 

（注７）

新
土
浦
駅 

 

真
鍋
駅
を
貨
物
駅
に
転
換
す
る
代
わ
り
の
駅
と
し
て
、

1959

［
昭
和
34

］
年
７
月
１
日
に
開
業
し
た
、
単
式
ホ
ー
ム

１
面
１
線
の
地
上
駅
。
ホ
ー
ム
の
両
端
に
改
札
口
が
あ
り
、

一
方
は
旧
水
戸
街
道
、
も
う
一
方
は
国
道
６
号(

現
国

道
125

号)

に
面
し
て
い
た
。
営
業
最
終
日
ま
で
駅
員
配
置

駅
だ
った
。 

  

関
東
鉄
道
筑
波
線
、
筑
波
鉄
道 

 

1965

年
６
月
１
日
、
常
総
筑
波
鉄
道(

常
総
線
・

筑
波
線)

と
鹿
島
参
宮
鉄
道(

竜
ヶ
崎
線
・
鉾
田
線)

と
が
対
等
合
併
し
て
、
関
東
鉄
道
が
誕
生
し
ま

し
た
。
し
か
し
、
1970

年
代
以
降
、
関
東
鉄
道
は

経
営
が
厳
し
く
な
り
、
1979

［
昭
和
54

］
年
に
筑

波
線
と
鉾
田
線
と
を
、
そ
れ
ぞ
れ
筑
波
鉄
道
と

鹿
島
鉄
道
と
に
分
社
化
し
、
再
出
発
を
図
り
ま

し
た
。
が
、
筑
波
鉄
道
の
経
営
は
好
転
せ
ず
、

1987

［
昭
和
62

］
年
３
月
31

日
、｢

さ
よ
な
ら
筑

波
鉄
道
線｣

の
ヘ
ッ
ド
マ
ー
ク
を
付
け
た
土
浦

発
真
壁
行
の
列
車
が
、
22

時
26

分
、
真
壁
駅
に

到
着
。
最
後
の
運
行
と
な
り
ま
し
た
。
翌
４
月

１
日
に
筑
波
線
は
廃
止
と
な
り
ま
し
た
が
、
奇

し
く
も
国
鉄
分
割
民
営
化
と
同
じ
日
で
し
た
。 

 
(

高
21

回 

松
井
泰
寿
） 

筑波駅で顔を合わせた小山行直通列車（右）
と急行「つくばね」（左）  1960･12 


